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② CD 記録面での反射光の干渉と溝の間隔測定 
多くの生徒が２桁の制度で溝の間隔を導くことがで



























 2.2 化学分野 












































E = NA h c／λ 
吸収極大波長から計算すると、光を照射された臭素分


























































HIn ⇄ In－ ＋ H＋ 





とれば、傾きが 1 の直線となり横軸との交点の pH の
値が pK となる。生徒実験では、ブロモチモールブル
ーBTB、メチルレッド MR、ブロモフェノールブルー



















































る実験を組み合わせ、高校 2 年生生命科学と高校 3 年
生 4 単位生物の授業の中で行うようになった。 
 














 2.3.3 形質転換体中の組換え DNA の検出 
 pGLO や pGΔ649 を用いた形質転換体、並びにプ
ラスミドを導入していない HB101 について、araC 遺
伝子領域、GFP 遺伝子領域の検出を目的としたコロニ
ーPCR を行う実験である。 

















2.3.4 in situ ハイブリダイゼーションによるショウジ
ョウバエ初期胚中のビコイド、オスカーRNA の検出 





2007 年度からこれまでに、のべ 21 種類の遺伝子断片











































研究会(2005 年度 55 期生(高校 2 年)、2009 年度 61 期


























すく変更している。(2007 年度教育研究会にて 57 期生
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